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一 脳神経外科－

脳神経外科領域に於ける

医学雑誌の変遷について

水 川典彦

１． はじめに

医学関係雑誌の変遷を見る場合に最も重要なこ

とは、その当時、どのような分野の研究が主流で

あったか、何かトピックスであったか、そしてど

のような方法（ 診断、研究と治療の ）が開発され、

利用されたかを知ることです。

私か大学を卒業して、主に大学に在籍した２５年

間の流れを一段高い位置から醒めた眼でながめる

と、医学研究のうち息の長いユニークな研究はほ

んの一握りで、大半の研究は残念ながら、常に何

か目新しいことに関する研究、新しい方法論を用

いるか新しい診断機器を利用した研究であるよう

です。ある新しい研究方法や機器が導入されると、

それらを用いた研究が、どこでも雨後の竹の子の

た。１９１７、１８年 の気脳写、１９２６年の脳血管撮影法

の 導入以来の大きな出来事として、ＣＴ、ＰＥＴ

（ＰｏｓｉｔｒｏｎＥｍｉｓｓｉｏｎＴｏｍｏｇｒａｐｈｙ）や ＭＲＩ（Ｍａｇ－

ｎｅｔｉｃ ＲｅｓｏｎａｎｃｅＩｍａｇｉｎｇ）の実用化が挙げ られ

ます。 アイソトープが診断のみな らず、微量定量

に も使用され始 めました。 オートラジオグラフ ィ

ーの方法 も電子顕微鏡から肉眼のレベルで利用さ

れ始めました。手術用顕微鏡を用いたマイクロ手

術 や血管内手術手技の確立等、枚挙に暇があ りま

ぜん。

そこで、私か大学 で過ごし、主に脳循環代謝に

関す る研究を行ってきた過去か ら、自分なりに感

じ たことを独断と偏 見で書い てみたい と思います。

ように始まり、ある程度決着がつくと急速に研究 ２． 脳神経外科の歩み

の勢いが下火になります。そして、別の新しい方

法論が開発されると、今度はその方面に関心が集

まるということが繰り返されてきました。したが

って、これらの話題を扱う雑誌が新しく創刊され

るし、逆にそれらを積極的に取り入れて雑誌自体

が変化をします。だから医学関係雑誌の消長を知

るためには、これらの流れを述べれば自動的に明

らかになると思います。

そのような観点に立つと、私か過ごしてきた時

代はまさに革命的な出来事が目白押しに起こった

時代でもありました。脳神経外科領域では、１９００

年頃から、単純レントゲンが診断に用いられまし

プ・イ かわ のりひこ：社会保険神戸中央病院

脳神経外科部長

（１） 人局当時の状況

私か脳神経外科学教室に入局した当時の脳神経

外科学の立場は、ＮｅｕｒｏｌｏｇｉｃａｌＳｕｒｇｅｒｙ または

Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙで、外科の一分野と考えられていま

した。したがって、私はまず一般外科学を研修し

ました。脳神経外科学を神経外科、すなわち神経

学の外科部門－ＳｕｒｇｉｃａｌＮｅｕｒｏｌｏｇｙととらえる人

々は当時少数でした。雑誌で引用する主なものは

ＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇと脳と神経でした。ＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇ は臨

床の話題を多く掲載していました。神経学に関す

る引用は Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ、ＡｒｃｈＮｅｕｒｏｌまたはＪＮｅｕ－

ｒｏｌＮｅｕｒｏｓｕｒｇＰｓｙｃｈｉａｔｒｙからでした。脳腫瘍に

関する論文は ＪＮｅｕｒｏｐａｔｈｏｌＥｘｐＮｅｕｒｏｌ、Ｃａｎ－

ｃｅｒや Ｃａｎｃｅｒ Ｒｅｓ から得ることが多かったと記

９－



病院図書室 Ｖｏｌ．１２Ｎａｌ・２，１９９１・１９９２

憶しています。しかし、時には ＡｍＪＳｕｒｇ 等か

ら引用することもありました。

その当時の脳神経外科で話題になっていたのは

脳腫瘍、脳動脈瘤、脳動静脈奇形、水頭症と頭部

外傷で、それまでと異なったものはありませんで

した。脳動脈瘤の手術は顕微鏡を用いず、肉眼で

手術を行い、普通の止血クリップや糸で動脈瘤の

ネックを縛っていたのですから、今から考えると

恐ろしいばかりです。しいて言えば、水頭症に対

してシャントシステムが輸入され、脳室一心耳、

脳室一腹腔吻合術や高血圧性脳内血腫の外科治療

が開始されたことくらいでしょう。

昭和４３、４４年は大学紛争の最中でしたが、マイ

クロ手術（ 手術用顕微鏡とマイクロ手術機器の導

入 ）と動脈瘤用の特殊クリップ使用が始まり、脳

神経外科の急速な手術手技発展と手術成績の飛躍

的な向上の礎ができました。一般外科研修を終え

て、大学に帰った時に最も印象的であったことは

手術成績が飛躍的に向上して、手術をしても患者

が死ななくなったことで、この感動は忘れること

ができません。

その後の流れをそれぞれの分野に分けて述べて

みたいと思います。

（２） 診断の分野での流れ

脳神経外科や神経学の診断方法としては、脳血

管撮影の技術的改良が進み、脳の主幹動静脈のみ

ならず、中小の動静脈の造影や脊髄に分布する動

脈の描出が可能となりました。それを受けて、マ

イクロ手術との関連で、微細解剖に関する多くの

研究が ＡＪＲ、ＲａｄｉｏｌｏｇｙやＮｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙ に発

表されました。ただし、Ｎｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙは当時我

々の目にはあまりとまりまぜんでした。

Ｉ－１３１に代わってＴｃ（ テクネシウム ）という

新しいアイソトープが開発されると共に、カンマ

カメラが導入され、脳シンチが脳腫瘍のスクリー

ニングの一手段として利用され始めました。また、

Ｘｅ（ キセノン ）を用いた局所脳血流量測定の方

法論が確立し、脳脊髄液の動態解析にもアイソト

ープが利用されました。いわゆる核医学隆盛の幕

開けです。局所脳血流量の測定か可能になったこ

とを受けて、脳血管障害を局所脳血流量の観点か

ら み た 研 究 の 多 く が 、 主 に Ｊ Ｎｕｃｌ Ｍｅｄ や

Ｓｔｒｏｋｅ に 発 表 さ れ ま し た 。

ほ ぼ 時 を 同 じ く し て 、ＲＩＡ（ Ｒａｄｉｏｉｍｍｕｎｏａｓｓｅｙ）

法 が 確 立 し 、 下 垂 体 等 の 内 分 泌 腺 の ホ ル モ ン の 微

量 定 量 が 可 能 に な り ま し た 。 さ ら に ホ ル モ ン の 構

造 、 産 生 機 構 や 分 泌 制 御 機 構 に 関 す る 研 究 が 進 み

ま し た 。 そ れ と 共 に 間 脳 づ 垂 体 系 の 腫 瘍 に 関 係

す る 研 究 が 出 始 め ま し た 。 基 礎 的 な 研 究 はＮａｔｕｒｅ

や Ｓｃｉｅｎｃｅ に 、臨 床 的 な も の は Ｊ Ｃｌｉｎ Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌ

Ｍｅｔａｂ に 発 表 さ れ ま し た 。 ど ん ど ん 新 し い 知 見 が

得 ら れ た 時 期 で 、 講 義 の 内 容 が 同 じ 学 年 で も 前 半

と 後 半 の そ れ と が 異 な っ て い ま し た 。

こ れ ら の 中 で 最 も 印 象 に 残 り 、 一 生 忘 れ 得 な い

出 来 事 は 、 ＣＴの 出 現 で す 。ＥＭＩ社 が 開 発 し た 技

術 で 脳 の 輪 切 り の 像 が 得 ら れ る こ と は 早 く か ら 伝

わ っ て い ま し た が 、 実 際 に ６４× ６４の マト リ ッ クス

の 像 で 、 切 り 紙 細 工 の よ う で は あ り ま し た が 、 側

脳 室 が 黒 く 八 の 字 に 見 え る 像 を 見 た 時 は 、 「 こ れ

か ら の 脳 神 経 外 科 の 世 界 は 大 き く 変 わ る 」と い う

感 慨 に ひ た り ま し た 。 昭 和 ４８年 の こ と と 記 巨 し て

い ま す 。 昭 和 ５０年 に は 日 本 で もＣＴが 製 造 さ れ 、目

の 前 で 像 が 出 来 上 が る プ ロ セ ス を 見 る こ と が で き

ま し た 。 ＣＴ 全 盛 時 代 の 到 来 で す 。こ れ に 触 発 され

て 、 Ｊ Ｃｏｍｐｕｔ Ａｓｓｉｓｔ Ｔｏｍｏｇｒが １９７７年 に 創 刊

さ れ ま し た 。 こ の ＣＴか ら 得 ら れ た 最 も 重 要 な こ

とは 、 こ の こ と に よ り コ ン ピ ュ ー タ ー に よ る 画 像

処 理 の ノ ウ ハ ウ が 発 達 し た こ と で 、 そ れ は そ の 後 、

ＳＰＥＣＴ（ Ｓｉｎｇｌｅ Ｐｈｏｔｏｎ Ｅｍｉｓｓｉｏｎ Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ）、

ＰＥＴ や ＭＲＩ 発 展 の 基 礎 に な り ま し た 。 昭 和 ５５年

頃 か ら ＰＥＴ 、 ＭＲＩ に 関 す る 研 究 が 発 表 さ れ 、

Ｎｅｕｒｏｉｍａｇｉｎｇ時 代 の 幕 開 け と な り ま し た 。ＡＪＮＲ

が そ の 頃 に 創 刊 さ れ 、 ＡＪＲ 、 Ｊ Ｎｕｃｌ Ｍｅｄ 、 Ｊ

Ｃｏｍｐｕｔ Ａｓｓｉｓｔ Ｔｏｍｏｇｒ 、 Ａｎｎ Ｎｅｕｒｏｌ や Ｎｅｕｒｏ－

ｒａｄｉｏｌｏｇｙ に こ れ ら に 関 す る 多 く の 論 文 が 掲 載 さ

れ ま し た 。 ＣＴ が 一 般 化 し て 、話 題 が ほ ぼ 出 尽 く し 、

そ れ に 代 わ っ て ＭＲＩｆこ関 心 が 移 っ た の を 契 機 に

Ｊ Ｃｏｍｐｕｔ Ａｓｓｉｓｔ Ｔｏｍｏｇｒ の 影 が 薄 くな りま し た。

ＭＲＩ は 白 質 と 骨 に 囲 ま れ た 部 分 の 病 変 の 検 出 に

極 め て 有 力 な 手 段 で あ り 、 多 発 性 硬 化 症 の 診 断 や

脊 髄 、 椎 間 板 の 病 変 の 検 出 に 広 く 利 用 さ れ 始 め ま

し た 。 ＭＲＩ 、 ＭＲＳ（ＭＲ Ｓｐｅｃｔｒｏｓｃｏｐｙ ）、 ＭＲＡ

（ ＭＲ Ａｎｇｉｏｇｒａｐｈｙ ）の 時 代 に な り、ＡＪＲ、ＡＪＮＲ
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でしばし ば取 り上げられるよ うになりました。

１９７８－１９７９年のＹｅａｒｂｏｏｋｏｆ Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙａｎｄ

Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ（ 以下Ｙｅａｒｂｏｏｋ と略記 ）で、 この

分野の論文引用が多い のは、 ＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇ、Ｊ

ＣｏｍｐｕｔＡｓｓｉｓｔＴｏｍｏｇｒ、Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ、Ｒａｄｉｏ－

ｌｏｇｙ、ＳｕｒｇＮｅｕｒｏｌ、Ｎｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙ、ＪＮｅｕ－

ｒｏｌ ＮｅｕｒｏｓｕｒｇＰｓｙｃｈｉａｔｒｙ、ＡｃｔａＮｅｕｒｏｃｈｉｒ

（ Ｗｉｅｎ）でし たが、１９８８－１９９０年に私か この分

野で引用し た雑誌は、主 にＲａｄｉｏｌｏｇｙ、ＡＪＲ、

ＡＪＮＲ、Ｊ ＣｏｍｐｕｔＡｓｓｉｓｔＴｏｍｏｇｒ、Ｎｅｕｒｏｓｕｒ－

ｇｅｒｙ、Ｓｔｒｏｋｅ、ＡｎｎＮｅｕｒｏｌ、 ＪＮｕｃｌ Ｍｅｄ、

Ｎｅｕｒｏｌ Ｍｅｄ Ｃｈｉｒ（Ｔｏｋｙｏ）、ＳｕｒｇＮｅｕｒｏｌでした。

この分野 ではＡＪＲと ＪＮｕｃｌ Ｍｅｄは重要な雑誌

で、 もう一 つ挙げ るのであればＡＪＮＲでしょう。

（３） 臨床の流れ

ａ） 脳神経外科一般に関しては、ＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇ と

脳と神経が主な雑誌でした。日本脳神経外科学会

機関誌としては、ＮｅｕｒｏｌＭｅｄＣｈｉｒ（Ｔｏｋｙｏ）（ 神

経外科 ）が１９６１年に創刊されていましたが、あま

り注目を浴びませんでした。脳神経外科医の増加

に伴って、日本では１９７３年に脳神経外科が、欧米

では１９７４年にＳｕｒｇＮｅｕｒｏｌが、１９７７年には Ｎｅｕ－

ｒｏｓｕｒｇｅｒｙが創刊されました。これらの後者の雑誌

にはＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇに比べて日本人の論文が多く掲

載されました。比較的アクセプトされ易かったの

かも知れません。

英語圏の雑誌とひと味違うとして、私か好きで、

よく眼を通す雑誌に、ＡｃｔａＮｅｕｒｏｃｈｉｒ（Ｗｉｅｎ） と

ＡｃｔａＮｅｕｒｏｌＳｃａｎｄがあります。当時、私は研究

の関係から、ＲｅｖＮｅｕｒｏｌ（Ｐａｒｉｓ）というフランス

語の雑誌を辞書片手で読みました。我々がそれま

でに慣れ親しんできたのとは違ったユニークな発

想法での論理展開を大変新鮮な思いで読んだこと

を忘れることはできません。ＪＮｅｕｒｏｓｉｉｒｇ の内容

は一時期特徴が無く、面白くなくなっていました

が、１９７０年後半から漸次充実し始め、１９７９年（４７

巻 ）からは一回り大きな版になり、良い論文が多

く掲載されるようになりました。また、日本脳神

経外科学会でも機関誌充実が叫ばれ、ＮｅｕｒｏｌＭｅｄ

Ｃｈｉｒ（Ｔｏｋｙｏ）は１９８２年（２２巻）からＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇ

と同様に版が大きくなり、１９９１年からは英文のみ
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を掲載するこ ととなりました。 論文の内容も向上

してきましたので、 今後は引 用され る機会が増す

と思われます。しかし、この雑誌は会員のみに配

布されていますので、 他の分野 の人々が利用す る

には不 便です。 脳神経外科のみを扱 う雑誌の隆盛

に押されて、ＪＮｅｕｒｏｌＮｅｕｒｏｓｕｒｇＰｓｙｃｈｉａｔｒｙを引

用す ることが少なくなりまし た。１９９２．年 か らは

Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙの Ｅｄｉｔｏｒ に日 本 人が多く参加しま

したので、さ らに日本人の論文掲載が増すと思わ

れます。

ｂ） 神経学に関しては、日本では臨床神経学と神

経研究 の進歩があり、 前者には主に症例が、後者

には研究的な論文が掲 載されていました。欧米で

は愛称 ＧｒｅｅｎＪｏｕｒｎａｌの Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ、ＡｒｃｈＮｅｕｒｏｌ

とＪＮｅｕｒｏｌＮｅｕｒｏｓｕｒｇＰｓｙｃｈｉａｔｒｙがあ ります。１９７７

年 にＡｎｎＮｅｕｒｏｌが加わり、少し変わった立場か ら

の論文を多く発表し ていますが、Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙは今

で も中心的存在です。 もちろん ＲｅｖＮｅｕｒｏｌ（Ｐａ－

ｒｉｓ）やＡｃｔａＮｅｕｒｏｌＳｃａｎｄ も忘れられません。

ｃ） 脳腫瘍に関し ては、話題の中心が診断一手術

方法一補助療法一脳 腫瘍の代謝一発ガン機構、 と

微妙に変遷してい きましたので、年代によって多

く利用される雑誌が異なります。

１９７８－１９７９年 のＹｅａｒｂｏｏｋには、Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ、

ＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇ、Ｃａｎｃｅｒ、ＳｕｒｇＮｅｕｒｏｌ、Ｒａｄｉｏｌｏｇｙ、

ＡｃｔａＮｅｕｒｏｃｈｉｒ（Ｗｉｅｎ）、ＪＮｅｕｒｏｌＮｅｕｒｏｓｕｒｇ

ＰｓｙｃｈｉａｔｒｙヽＮｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙヽＲｅｖＮｅｕｒｏｌ（Ｐａ－

ｒｉｓ）、ＪＣｌｉｎ Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌ Ｍｅｔａｂ、ＪＮｕｃｌ Ｍｅｄ

が多く引用されていました。

１９８８－１９９０年に私がこの方面で引用した雑誌は

Ｃａｎｃｅｒ、ＡＪＲ、Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ、ＣａｎｓｅｒＲｅｓ、 Ｊ

ＣｌｉｎＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌＭｅｔａｂ、ＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇ、Ａｒｃｈ

Ｎｅｕｒｏｌ、ＳｕｒｇＮｅｕｒｏｌです。いずれにも ＪＣｌｉｎ

ＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌＭｅｔａｂ が多く引用された原因は下垂

体腺腫に対する関心が高かったためです。今では、

下垂体に関する新しい知見はほぼ出尽くした感が

あります。最近では、発ガンや免疫機構に関する

基礎的な研究とＰＥＴやＭＲＩ、ＭＲＳを用いた代謝

の方面からの研究が主体となっています。Ｃａｎｃｅｒ、

ＣａｎｃｅｒＲｅｓ、ＡＪＲ、ＡＪＮＲの他にＪＣｅｒｅｂＢｌｏｏｄ

ＦｌｏｗＭｅｔａｂ等 が引用される機会が多くなるでし

ょう。
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ｄ）脳血管障害に関しては、脳動脈瘤、脳出血、

脳動静脈奇形の手術、マイクロ手術手技に関する

ことが話題になりました。ついで、脳動脈瘤に続

発する脳血管壁縮の成因や治療に関する膨大な研

究が、先に述べた脳神経外科関連のみならず、神

経学関係の雑誌に発表されました。脳血管轡縮を

含めて、虚血性脳血管障害と脳循環代謝、特に局

所脳血流量との関連が興味を持たれました。１９７１

年にＳｔｒｏｋｅが創刊されたのも当を得たと思 いま

す。血流が不足するのであれば、不足へ足せばよ

い（ 日本神話に出てくる話ではありません！ ）と

いう発想から、血管吻合、血栓・内膜除去や血管

拡張などの治療が始まりました。ＪＶａｓｅＳｕｒｇ や

Ｍｉｃｒｏｓｕｒｇｅｒｙが創刊され、脳神経外科関係の雑誌

のみならず、ＡｎｎＮｅｕｒｏｌ、Ｓｔｒｏｋｅ、ＪＮｕｃｌ Ｍｅｄ

にも多くの論文が掲載されました。これらの治療

はレントゲン透視下で行ったり、血管撮影の必要

などから、ＡＪＲやＡＪＮＲからの引用が多いのは当

然かも知れません。Ｓｔｒｏｋｅには基礎から臨床のは

ば広い良い論文が掲載されて、重要な雑誌です。

脳虚血が単に血流量が足らないだけでなく、糖や

蛋白代謝にも影響があり、最近では細胞膜、細胞

内情報伝達系の障害眼：多くの注目が集まっていま

すが、このような流れを受けて１９８１年にはＪＣｅｒｅｂ

ＢｌｏｏｄＦｌｏｗＭｅｔａｂ が世に出て、より基礎研究的

な論文を掲載しています。この雑誌は今後さらに

重要性を増すと思います。

１９７８－１９７９年のＹｅａｒｂｏｏｋには、ＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇ、

ＳｕｒｇＮｅｕｒｏｌ、Ｓｔｒｏｋｅ、Ｎｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙ、Ａｃｔａ

Ｎｅｕｒｏｃｈｉｒ（Ｗｉｅｎ）、ＪＮｅｕｒｏｌＮｅｕｒｏｓｕｒｇＰｓｙｃｈｉ－

ａｔｒｙ、ＲｅｖＮｅｕｒｏｌ（Ｐａｒｉｓ）、ＮｅｕｒｏｌＭｅｄＣｈｉｒ

（Ｔｏｋｙｏ）、ＲａｄｉｏｌｏｇｙやＡＪＲ からの論文が多く

取り上げられていました。

１９８８－１９９０年に私かこの方面でピックアップし

た論文の出所では、Ｓｔｒｏｋｅ の重要性が増し、Ｊ

Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇ、ＳｕｒｅＮｅｕｒｏｌ、ＡＪＲ、ＡｃｔａＮｅｕｒｏ－

ｃｈｉｒ（Ｗｉｅｎ）らにＡＪＮＲ、Ｂｒａｉｎ、ＡｒｃｈＮｅｕｒｏｌ、

Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ、ＮｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙとＪＣｅｒｅｂＢｌｏｏｄＦｌｏｗ

Ｍｅｔａｂが加わりました。

この分野ではＳｔｒｏｋｅ が最も重要な雑誌ですが、

もし余裕があれば、 ＪＣｅｒｅｂＢｌｏｏｄＦｌｏｗＭｅｔａｂ

をと思います。

ｅ）脊椎と脊髄ならびに頭頚部外傷に関して

日本では、脊椎特に椎間板ヘルニアは主に整形

外科で取り扱われてきましたが、欧米では、脳神

経外科で扱われています。日本でも、脊椎・脊髄

の外科は将来は脳神経外科の領域であると思って

いる脳神経外科医は多いと思います。そのためも

あって、欧米の雑誌、 ＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇ、Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ、

ＳｕｒｇＮｅｕｒｏｌ、ＡｃｔａＮｅｕｒｏｃｈｉｒ（Ｗｉｅｎ）には昔から

多くの良い論文が掲載されています。診断では、

ＭＲＩに関するものがＡＪＲはもちろん、ＡＪＮＲ、

Ｒａｄｉｏｌｏｇｙにも出ています。しかし、 ＪＢｏｎｅ

ＪｏｉｎｔＳｕｒｇ（Ａｍ）、（Ｂｒ）は重要であることには

異論はありません。対象を脊椎、脊髄に限定した

雑誌として Ｓｐｉｎｅが１９７６年に発刊されましたが、

早速多くの論文が引用されています。

１９７８－１９７９年のＹｅａｒｂｏｏｋには、ＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇ、

ｓｐｉｎｅ、Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ、ＳｕｒｇＮｅｕｒｏｌ、ＪＢｏｎｅ

ＪｏｉｎｔＳｕｒｇ（Ａｍ）、（Ｂｒ）、ＡｃｔａＮｅｕｒｏｃｈｉｒ（Ｗｉｅｎ）、

ＡＪＲ、Ｎｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙ等から多く引用されました。

１９８８－１９９０年に私か引 用した雑誌は、上に述べ

た雑誌の他に、ＡＪＮＲ、ＪＣｏｍｐｕｔＡｓｓｉｓｔＴｏ－

ｍｏｇｒ、ＳｕｒｇＮｅｕｒｏｌ、Ｒａｄｉｏｌｏｇｙ、ＮｅｕｒｏｌＭｅｄ

Ｃｈｉｒ（Ｔｏｋｙｏ）が加わりました。最後の雑誌は脳

神経外科学会員に配布するものですので、この雑

誌から多くの論文を引用したことは、日本の脳神

経外科医が将来において、この分野で活躍する準

備が出来つつあるのだと思っています。

脊椎、脊髄に興味を持っておられない整形外科

医にとっても、ＪＢｏｎｅ ＪｏｉｎｔＳｕｒｇ（Ａｍ）、（Ｂｒ）

は必要ですので、この方面でさらに付け加えると

すれば、Ｓｐｉｎｅだと思います。

ｆ）小児脳神経外科に関して

我々が、脳神経外科医になった当時には先天性

水頭症が多く見られました。それが急に減少し、

昭和５０年以降では見られないようになりましたが、

それにひきかえ当時、二分脊椎が見られました。

これも最近ではほとんど見られません。専門の子

供病院に症例が集まるのかも知れませんし、胎児

の段階でこれらの疾患診断が可能になったことも

関係があるのかもしれません。一方、子供の脳腫

瘍は悪性腫瘍の中で白血病の次に多いと言われて

いますので、最近は話題の中心が腫瘍に移行して
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います。

この分野は脳神経外科や放射線関係の雑誌で十

分かも知れませんが、専門の雑誌として ＣｈｉＩｄｓ

Ｂｒａｉｎがあり、１９７５年に発行されました。 この雑

誌は１９８４年に１１巻で終了し、１９８５年からは

ＣｈｉｌｄｓＮｅｒｖＳｙｓｔと名称変更し、 現在に至って

います。

１９７８－１９７９年のＹｅａｒｂｏｏｋには、二分脊椎の関係

からと思いますが、ＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇ、ＳｕｒｇＮｅｕｒｏｌ、

Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ、ＡｒｃｈＮｅｕｒｏｌ、Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ、ＪＣｏｍ－

ｐｕｔＡｓｓｉｓｔＴｏｍｏｇｒの他に ＪＢｏｎｅＪｏｉｎｔＳｕｒｇ

（Ａｍ）、（Ｂｒ）とＳｐｉｎｅからの論文引用が見られま

したが、１９８８－１９９０年の私の引用論文は ＣｈｉＩｄｓ

ＮｅｒｖＳｙｓｔ、Ｃａｎｃｅｒ、ＡＪＲ、ＡＪＮＲ、ＪＮｕｃｌ Ｍｅｄ、

ＪＮｅｕｒｏｐａｔｈｏｌ ＥχｐＮｅｕｒｏｌ、ＮｅｕｒｏｌＭｅｄＣｈｉｒ

（Ｔｏｋｙｏ）からの引用が増しています。

結論から言えば、この分野で特に購読しなけれ

ばならないと思われる雑誌はありません。すべて

今までにリストアップしたもので足りるようです。

（４） その他について

すでにお判りのように、心気生理学的な研究方

法や、不随意運動、痛みに関する事については述

べていません。また純粋に研究的な事も述べてい

ませんが、前者に就いては私か門外漢であるため

に、後者は紙面の関係で言及しませんので、お許

しください。

現在は脳科学（Ｎｅｕｒｏｓｃｉｅｎｃｅ）の全盛時代です。

これらの全てを理解することは我々臨床医にとっ

て至難のことです。神経伝達物質やレセプターに関

する知識を仕入れるまでが限界と考えて、それ以

上を追い求めることは諦めています。最近は細胞

内情報伝達系、特にセカンドメッセンジャーの役

割に興味が集まっています。ガン遺伝子をはじめ

として、遺伝子の解析も進んでいます。近い将来

には、少なくとも糖尿病、高血圧、動脈硬化等の

代謝に関する疾患や、悪性腫瘍が、その人の何歳

にどれだけの確率で発生するかが予測できるよう

になるでしょうから、自分の運命は天災、戦争、
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います。それにつけても、これらの雑誌を寝転が

ってスイスイと読める程度の語学力があったらと

いう夢をいつもみています。

今まで主に欧米の雑誌を紹介しました。イイカ

ッコウをしようというのではありません。日本語

の論文もしっかりしたものが増してきましたが、

今一つ役に立ちません。突っ込みが足らないのか

も知れません。

３． 終わりに

充分なお金とスペースがあれば、全く文句はあ

りません。そのいずれもが厳しく制限されている

現状、もう一つ突っ込んだ表現をすれば、病院の

業績が悪化した時、削減の一番の槍玉にあがるの

がこれである現状で、どのように対応するかは難

しい問題です。さらに現状を不利にしている要因

は、各病院の役割が微妙に異なることと医者の専

門分野が個人で異なり、無駄になることが多いこ

とがあげられますが、最も大きなことは医者をは

じめとしてスタッフが、医学関連の研究の目まぐ

るしいまでの進歩にどのように対応するのか、し

てきたかです。

この会に参加されているレベルの病院の使命は、

これらの進歩についていき、できるだけ多くの患

者さんが、この進歩の恩恵を受けられるようにス

タッフが努力することでし ょう。でも言うは易し

ですが、行うは大変です。

どのような言訳けをしてみても、「 医局にある

ものは、マンガ、ゴルフ、ウマと車に関する雑誌

または週刊誌が主 」という現状は許せません。せ

めて、日経サイエンスかニュートンをと思い、や

っと一つをリストに入れました。

色々と知恵を出し合って、無駄のない、良いシ

ステムを考えていきまし ょう。そのためにも、こ

れが役立てば幸いです。

不慮の事故に遭遇しない限り予想可能になるでし ※

よう。Ｎａｔｕｒｅ、ＳｃｉｅｎｃｅやＬａｎｃｅｔが、このような

ホットな情報の供給源であることは充分に判って

－１３－

欧文雑誌名の省略は、ｌｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓに従い

ました。




